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町
政
を
問
う

一般質問
藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
１．個人情報の自衛隊への提供について
２．水道広域化を進めるべきではない
３．物価高騰に対する支援を

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
１．上下水道事業全般について
２．大谷翔平選手から小学校への野球グローブ寄贈につ
いて

飯　村　　　栄　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
１．土地開発条例の改正について
２．私道の寄附受け入れについて
３．自治会管理の公園の今後の管理方針について
４．ソーラー発電、風力電力等の許可について

今回３名が質問し、今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。

【お詫びと訂正】
議会だより76号に掲載の一般質問において、誤りがありま
した。お詫びして訂正いたします。
P12　高橋裕子議員「子育て支援として」
記事中央の　「幼稚園・認定こども園の保育料（授業料）基
本月額」の表

33号号認認定定（（00～～２２歳歳児児））    欄欄内内上上段段：：保保育育標標準準時時間間、、下下段段（（  ））：：保保育育短短時時間間  単単位位：：円円  

  
町民税所得割 

（推定年収） 

国 城里町 

第１子 第１子 第２子 第３子以降 

1階層 生活保護 
0 

（0） 

0 

（0）  

0  

（0）  

0 

（0） 

2階層 

町民税非課税 

（～260万円）   

０ 

（0） 

0 

（0）  

0 

（0） 

0 

（0） 

2階層 

(ひとり親世帯) 

 0  

（0） 
0 

（0） 

0 

（0） 
0 

（0） 

3階層 

48,600円未満 

（～330万円）   

 19,500 

(19,300) 

10,000 

(9,800) 

5,000 

（4,900）  

0 

（0） 

3階層 

(ひとり親世帯) 

 9,000 

(9,000) 

4,500 

（4,400）  
0 

（0） 

0 

（0） 

4階層 

（注１）   

57,700円未満 
30,000 

（29,600） 
19,000 

（18,600）  

9,500 

（9,300）  

0 

（0） 

77,101円未満 

（～360万円） 

9,000 

(9,000) 

 9,000 

(9,000) 

0 

（0） 

0 

（0） 

4階層 
97,000円未満 

（～470万円）  

30,000 

(29,600) 

19,000 

(18,600)  

同時入所で 

9,500 

（9,300） 

同時入所で 

0 

（0） 

5階層 
169,000円未満 

（～640万円）  

44,500 

(43,900) 

25,000 

(24,400) 

同時入所で 

12,500 

(12,200) 

同時入所で 

0 

（0） 

6階層 
301,000円未満 

（～930万円）  

61,000 

(60,100) 

37,000 

(36,200) 

同時入所で 

18,500 

(18,100) 

同時入所で 

0 

（0） 

7階層 
397,000円未満 

(～1,130万円)  

80,000 

(78,800) 

41,000 

(40,100) 

同時入所で 

20,500 

(20,050) 

同時入所で 

0 

（0） 

8階層 
397,000円以上

(1,130万円～)  

104,000 

(102,400) 

46,000 

(45,000) 

同時入所で 

23,000 

(22,500) 

同時入所で 

0 

（0） 

＊城里町のホームページより引用 

近隣町村の 5階層利用料金は、 

茨城町：40,000円／大洗町：35,000円～44,000円／東海村：21,000円～24,500円／大子町：無料となっている。 

正

誤
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藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員こちらから
動画が視聴できます

藤
咲　

町
は
自
衛
隊
に

住
民
基
本
台
帳
か
ら
18

歳
、
22
歳
の
若
者
の
名
簿

を
提
供
し
て
い
る
。
個
人

情
報
保
護
、
人
権
尊
重
の

観
点
か
ら
大
変
由
々
し
き

問
題
だ
。

　
自
衛
隊
法
施
行
令
の
規

定
で
は
、
防
衛
大
臣
が
市

町
村
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
だ
け
で
、「
市

町
村
長
は
名
簿
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

は
書
い
て
い
な
い
。
自
衛

隊
の
要
請
に
応
じ
る
義
務

は
な
い
は
ず
だ
。

町
民
課
長　

※
法
定
受
託

事
務
と
し
て
行
っ
て
い

る
。
自
衛
官
の
募
集
に
必

要
な
資
料
と
し
て
、
住
民

基
本
台
帳
の
写
し
を
用
い

る
こ
と
に
、
特
段
の
問
題

は
生
じ
な
い
。

藤
咲　

国
会
で
防
衛
相

は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
判
断
す
る
」
と
答
弁
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
判
断

は
各
自
治
体
が
行
う
の
で

※
法
定
受
託
事
務
で
は
な

い
。
本
人
が
知
ら
な
い
う

藤
咲　

物
価
高
騰
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
困
窮

す
る
高
齢
者
世
帯
や
低
所

得
世
帯
に
対
す
る
負
担
軽

減
が
必
要
だ
。
電
気
料
、

灯
油
購
入
な
ど
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
。

福
祉
こ
ど
も
課
長　

閣
議

決
定
で
７
万
円
の
給
付
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

藤
咲　

収
入
が
低
い
世

帯
ほ
ど
物
価
高
騰
の
波
を

被
っ
て
い
る
。
生
活
全
般

的
に
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

藤
咲　

９
月
定
例
会
の

水
道
広
域
化
に
関
わ
る
質

問
に
町
長
は
「
水
戸
市
経

由
で
城
里
町
に
県
の
豊
富

な
能
力
で
つ
く
ら
れ
た
水

を
供
給
す
る
の
で
、
町
は

巨
額
の
設
備
投
資
を
免
れ

る
」
と
答
弁
し
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
①
城
里

町
の
お
い
し
い
水
は
残
す

べ
き
。
②
水
戸
市
は
広
域

化
不
参
加
を
表
明
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
③
巨
額
の
設
備
投
資

を
免
れ
る
と
い
う
が
、
工

事
費
や
水
道
料
金
に
つ
い

て
試
算
は
あ
る
の
か
。

町
長　

①
県
の
浄
水
場

は
石
塚
浄
水
場
で
は
で
き

な
い
最
新
の
設
備
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
②
水
戸
市

が
不
参
加
で
も
導
水
ル
ー

ト
に
つ
い
て
の
影
響
は
な

い
。

③
工
事
費
に
つ
い
て
は
審

議
会
の
結
果
を
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
。
水
道
料
金

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
を

《
福
祉
こ
ど
も
課
長
》
７
万
円
の
給
付
を
行
う

水
道
広
域
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

《
町
長
》
工
事
費
は
審
議
会
で

《町民課長》	法定受託事務として行って
いる

個人情報の自衛隊への
提供について

ち
に
自
分
の
名
簿
が

自
衛
隊
に
渡
さ
れ
る

の
は
、
重
大
な
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で

あ
り
、
直
ち
に
や
め

る
べ
き
だ
。

町
民
課
長　

以
前
は

名
簿
の
閲
覧
だ
っ
た

が
、
令
和
元
年
か
ら

紙
媒
体
で
提
出
し
て

い
る
。

小松浄水場小松浄水場

※法定受託事務
　地方自治体が行う事務のうち、国
（又は都道府県）が本来果たすべき
役割に係るものであって、国（又は
都道府県）において適正な処理を特
に確保する必要があるものとして、
法律または政令で定めるもの。
　国政選挙、旅券の交付、戸籍事務、
生活保護、国道の管理など。
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加
か と う ぎ

藤木　直
ただし

　議員

《水道課長》	実質１億円超の損失
《下水道課長》	実質５億円超の損失

上下水道事業全般について

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

上
下
水
道
の
加

入
者
が
少
な
く
な
る
と
、

経
営
が
厳
し
く
な
る
。
接

続
後
す
ぐ
休
止
す
る
案
件

は
あ
る
の
か
。

水
道
課
長　

分
譲
開
発

後
、
販
売
に
至
ら
ず
休
止

し
た
り
、
合
併
時
の
未
普

及
事
業
で
水
道
整
備
を
し

た
が
、
井
戸
水
を
使
用
す

る
た
め
休
止
す
る
事
例
が

あ
る
。

加
藤
木　

中
止
率
が
特
に

低
い
地
区
は
あ
る
の
か
。

水
道
課
長　

空
き
家
化
が

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
井

戸
水
を
使
っ
て
い
る
な
ど

様
々
で
あ
る
。

加
藤
木　

現
在
ま
で
の
対

応
と
、
今
後
の
対
策
を
伺

う
。

水
道
課
長　

中
止
件
数
の

増
加
は
課
題
で
あ
る
。
空

き
家
へ
の
対
策
は
、
担
当

課
と
連
携
し
行
い
、
井
戸

水
使
用
に
つ
い
て
は
、
水

質
検
査
で
飲
料
不
適
の
結

果
を
も
と
に
水
道
利
用
を

促
進
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
た
め
、参
考
に
し
た
い
。

加
藤
木　

上
下
水
道
、
近

年
の
収
支
状
況
を
伺
う
。

水
道
課
長　

例
年
実
質

１
億
円
超
の
損
失
だ
。

下
水
道
課
長　

令
和
４
年

度
決
算
で
実
質
５
億
円
超

の
損
失
だ
。

加
藤
木　

上
下
水
道
共
に

赤
字
だ
が
、
町
民
に
事
業

へ
の
理
解
を
い
た
だ
き
、

か
つ
企
業
誘
致
の
取
り
組

み
を
求
め
る
。

　

水
道
事
業
が
始
ま
り
、

何
処
が
古
く
、
何
年
に
な

る
の
か
。

水
道
課
長　

更
新
計
画
を

立
て
て
お
り
、
北
米
、
石

塚
、
小
坂
、
春
園
が
古
く

54
年
経
っ
て
い
る
。

加
藤
木　

年
間
ど
の
程
度

更
新
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

水
道
課
長　

年
間
１
％
弱

の
更
新
で
あ
る
。

加
藤
木
　

そ
れ
で
は

１
０
０
年
以
上
か
か
る
。

災
害
等
も
考
慮
し
前
倒
し

で
き
る
よ
う
検
討
を
求
め

る
。

加
藤
木　

上
下
水
道
料
金

の
滞
納
状
況
を
伺
う
。

水
道
課
長　

直
近
で
１
１
０

件
、
約
１
，
４
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

下
水
道
課
長　

１
７
０

件
、
１
，
１
８
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

加
藤
木　

滞
納
者
が
移
転

し
、
家
族
の
別
名
義
で
再

度
契
約
す
れ
ば
そ
の
滞
納

加
藤
木　

今
話
題
の
大
谷
翔
平

選
手
か
ら
寄
贈
さ
れ
る
グ
ロ
ー

ブ
の
管
理
、
子
供
達
へ
の
啓
蒙

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

盗
難
や
紛
失
が
な
い

よ
う
管
理
し
、
大
谷
選
手
の
思

い
や
彼
の
生
き
方
を
学
習
し
、

啓
蒙
を
期
待
し
た
い
。

加
藤
木　

大
谷
選
手
の
純
粋
な

思
い
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

大
谷
翔
平
選
手
か
ら
小
学
校
へ
の
野
球

グ
ロ
ー
ブ
寄
贈
に
つ
い
て

《
教
育
長
》

盗
難
等
な
い
よ
う
管
理

が
免
れ
る
。
実
際
可
能
な

の
か
。

町
長　

内
容
に
つ
い
て

承
知
し
て
い
な
い
。
水
道

事
業
経
営
に
及
ぼ
す
ほ
ど

多
く
の
件
数
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

加
藤
木　

対
応
策
と
し

て
、
規
則
の
見
直
し
を
求

め
る
。

加
藤
木　

個
人
敷
地
内
の

メ
ー
タ
ー
前
の
漏
水
は
、

個
人
対
応
と
の
事
だ
が
行

政
対
応
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
近
隣
市
町
の
状
況
を

伺
う
。

水
道
課
長　

笠
間
市
、
常

陸
大
宮
市
は
、
有
収
率
対

策
の
た
め
行
政
対
応
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
後
検
討
し
た
い
。

大谷選手から寄贈されたグローブ大谷選手から寄贈されたグローブ
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飯
いい む ら

村　　栄
さかえ

　議員

《町　長》	 土地開発条例の適用を避け
ている

土地開発条例の改正に
ついて

こちらから
動画が視聴できます

飯
村　

人
口
減
少
を
い

か
に
し
て
食
い
止
め
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
が
、
自

治
体
に
と
っ
て
最
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
人

口
を
維
持
し
て
い
く
に

は
、
若
い
子
育
て
世
帯
を

転
入
に
よ
り
受
け
入
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
若
い
子
育

て
世
帯
に
良
質
な
住
宅
地

を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
私
が
居
住
す
る
石
塚
地

区
や
隣
の
那
珂
西
地
区
を

歩
い
て
い
る
と
、
あ
ち
こ

ち
で
宅
地
開
発
の
現
場
を

見
か
け
る
。
し
か
し
、
気

が
か
り
な
こ
と
が
あ
る
。

宅
地
開
発
の
現
場
を
見
て

み
る
と
、
す
ぐ
に
家
が
建

ち
そ
う
な
場
所
が
販
売
さ

れ
ず
に
、
空
き
地
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
城
里
町
の
開
発
条

例
に
よ
り
、
２
，
０
０
０

㎡
以
上
の
開
発
が
規
制
さ

れ
て
い
る
の
が
原
因
と
思

わ
れ
る
が
、
実
際
ど
う
な

の
か
。

町
長　

開
発
面
積
が

２
，
０
０
０
㎡
を
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
開

発
条
例
の
適
用
を
避
け
る

為
、
一
定
期
間
空
き
地
に

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

飯
村　

現
地
を
確
認
す

る
限
り
に
お
い
て
、
周
辺

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

開
発
に
は
思
え
な
い
。
条

例
改
正
が
可
決
さ
れ
、
町

内
に
お
い
て
宅
地
開
発
が

活
性
化
し
、
子
育
て
世
帯

の
転
入
が
増
加
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

飯
村　

１
９
９
０
年

頃
、
常
北
町
の
人
口
増
加

率
が
茨
城
県
で
１
位
だ
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
か

ら
約
30
年
が
経
過
し
、
そ

れ
ら
の
住
宅
地
で
は
世
代

交
代
も
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
問
題
は
こ
れ
ら
の

住
宅
地
の
道
路
の
多
く
が

私
道
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
現
地
に
住
ん
で

い
な
い
子
供
世
帯
の
共
有

名
義
が
増
え
て
く
る
と
、

公
共
工
事
の
た
め
同
意
を

取
る
こ
と
や
、
所
有
権
の

手
続
が
困
難
に
な
り
、
30

年
前
の
開
発
地
区
が
空
き

家
だ
ら
け
に
な
り
か
ね
な

い
。
10
年
、
20
年
と
町
に

居
住
し
、
税
金
を
支
払
い

続
け
た
地
域
に
つ
い
て

は
、
私
道
の
受
け
入
れ
基

準
を
緩
和
し
て
も
よ
い
と

思
う
。
今
回
の
要
綱
制
定

で
、
そ
の
様
な
受
入
れ
基

準
の
緩
和
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長　

20
年
以
上
使
用

さ
れ
た
私
道
に
つ
い
て

は
、
基
準
の
緩
和
を
行
っ

て
い
る
。

飯
村　

条
例
や
要
綱
を

制
定
す
る
こ
と
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
。
町
長
に
は
、
今
回

の
要
綱
を
積
極
的
に
活
用

し
て
、
次
の
世
代
に
誇
れ

る
町
並
み
を
残
し
て
ほ
し

い
。

私
道
の
寄
附
受
け
入
れ
に
つ
い
て

《
町
長
》
基
準
の
緩
和
を
行
っ
て
い
る

宅地開発が行われている地域で、空き地に宅地開発が行われている地域で、空き地に
なっているなっている

永年使用されている私道永年使用されている私道

その他、次の質問がありました
・自治会管理の公園の今後の管理方針
について
・ソーラー発電、風力発電等の許可に
ついて


